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衆
議
院
議
員
宮
本
徹
君
提
出
東
京
外
か
く
環
状
道
路
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

一
に
つ
い
て

お
尋
ね
の
「
現
時
点
に
お
い
て
外
か
く
環
状
道
路
建
設
に
与
え
た
影
響
」
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は

な
い
が
、
東
京
外
か
く
環
状
道
路
は
、
首
都
圏
の
都
心
方
向
に
集
中
す
る
交
通
を
適
切
に
分
散
し
、
首
都
圏
の
慢
性
的
な
渋

滞
の
緩
和
等
に
資
す
る
も
の
で
あ
り
、
政
府
と
し
て
そ
の
整
備
が
必
要
で
あ
る
と
の
認
識
に
変
わ
り
は
な
い
。

二
、
三
、
五
及
び
九
に
つ
い
て

東
京
外
か
く
環
状
道
路
の
う
ち
東
京
都
練
馬
区
か
ら
同
都
世
田
谷
区
ま
で
の
区
間
（
以
下
「
東
京
外
環
（
関
越
〜
東
名
）
」

と
い
う
。
）
に
お
け
る
御
指
摘
の
「
地
中
拡
幅
部
」
の
工
事
に
係
る
入
札
は
、
東
日
本
高
速
道
路
株
式
会
社
及
び
中
日
本
高

速
道
路
株
式
会
社
に
お
い
て
実
施
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
今
後
の
入
札
手
続
に
つ
い
て
も
、
こ
れ
ら
の
各
社
に
お
い
て
適
切

に
判
断
さ
れ
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

四
に
つ
い
て

お
尋
ね
に
つ
い
て
は
、
東
日
本
高
速
道
路
株
式
会
社
及
び
中
日
本
高
速
道
路
株
式
会
社
の
見
解
に
関
す
る
も
の
で
あ
り
、

政
府
と
し
て
お
答
え
す
る
立
場
に
な
い
。

一



六
に
つ
い
て

お
尋
ね
の
「
家
屋
被
害
等
」
及
び
「
被
害
家
屋
等
」
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
国
土
交
通

省
に
お
い
て
、
御
指
摘
の
「
首
都
高
速
道
路
横
浜
環
状
北
線
の
馬
場
出
入
口
の
工
事
」
に
よ
り
生
じ
た
地
盤
沈
下
（
以
下

「
本
件
地
盤
沈
下
」
と
い
う
。
）
に
つ
い
て
、
首
都
高
速
道
路
株
式
会
社
が
、
当
該
工
事
の
現
場
か
ら
百
数
十
メ
ー
ト
ル
離

れ
た
場
所
に
お
い
て
、
最
大
で
十
三
・
七
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
沈
下
を
計
測
し
て
お
り
、
平
成
二
十
九
年
十
月
ま
で
に
、
当

該
場
所
の
周
辺
に
お
い
て
二
十
一
件
の
補
修
工
事
を
実
施
し
た
と
同
社
か
ら
報
告
を
受
け
て
い
る
。

七
に
つ
い
て

国
土
交
通
省
に
お
い
て
、
本
件
地
盤
沈
下
に
よ
り
家
屋
に
被
害
が
生
じ
る
こ
と
は
想
定
し
て
い
な
か
っ
た
と
首
都
高
速
道

路
株
式
会
社
か
ら
報
告
を
受
け
て
い
る
。

八
に
つ
い
て

東
京
外
環
（
関
越
〜
東
名
）
の
整
備
に
当
た
っ
て
は
、
こ
れ
ま
で
も
国
土
交
通
省
、
東
日
本
高
速
道
路
株
式
会
社
及
び
中

日
本
高
速
道
路
株
式
会
社
に
お
い
て
、
有
識
者
の
意
見
も
踏
ま
え
な
が
ら
、
安
全
を
最
優
先
に
工
事
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
る
。
本
件
地
盤
沈
下
に
つ
い
て
は
、
首
都
高
速
道
路
株
式
会
社
に
よ
り
そ
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
等
の
調
査
が
な
さ
れ
て
い
る

二



と
こ
ろ
で
あ
り
、
政
府
と
し
て
は
、
東
京
外
環
（
関
越
〜
東
名
）
に
お
い
て
、
当
該
調
査
の
結
果
も
参
考
に
し
つ
つ
、
引
き

続
き
安
全
を
最
優
先
に
工
事
を
進
め
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

十
に
つ
い
て

東
京
外
環
（
関
越
〜
東
名
）
の
本
線
ト
ン
ネ
ル
工
事
に
伴
う
家
屋
調
査
の
範
囲
に
つ
い
て
は
、
国
土
交
通
省
、
東
日
本
高

速
道
路
株
式
会
社
及
び
中
日
本
高
速
道
路
株
式
会
社
に
お
い
て
、
ト
ン
ネ
ル
に
関
す
る
技
術
指
針
や
過
去
の
ト
ン
ネ
ル
工
事

で
の
実
績
に
基
づ
き
、
有
識
者
の
意
見
を
踏
ま
え
、
適
切
に
設
定
し
て
い
る
と
認
識
し
て
い
る
。

十
一
に
つ
い
て

東
京
外
環
（
関
越
〜
東
名
）
の
工
事
を
安
全
か
つ
確
実
に
進
め
る
た
め
に
は
、
施
工
時
の
安
全
対
策
の
実
施
と
と
も
に
、

仮
に
異
常
が
生
じ
た
場
合
の
住
民
へ
の
周
知
の
た
め
の
連
絡
体
制
の
充
実
は
重
要
で
あ
る
と
認
識
し
て
お
り
、
引
き
続
き
、

関
係
機
関
と
必
要
な
調
整
を
行
っ
て
ま
い
り
た
い
。

三


